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１． 総合評価 

・優れている 

 

【評価コメント】 

 研究計画に従って、ALSレジストリとiPS細胞パネルの構築が進んでおり、薬剤評価系も

確立しつつあり、進捗・成果がともに適切であり、評価できる。本研究は社会的関心の高い

テーマであり、成果による社会貢献も大きく、着実に成果が得られることを期待する。 

 ALS創薬研究の基盤になるよう、評価系の活用などを含め、広く利用可能な仕組みの構築

に向けて、さらに検討を進めていただきたい。また、孤発性ALSのゲノム解析におけるゲノ

ムと表現型、創薬標的となり得る作用点の探索とその薬理作用や毒性等との関連性、さら

に、標的阻害による効果発現の機序解明について、引き続き着実に取り組んでいただきた

い。 
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